
図　超電導き電ケーブル内部構造評価

　超電導ケーブルを極低温に冷却すると，熱応力によりケー
ブル自体が収縮するため，特に長尺の超電導ケーブルを敷設
する際には，このことを考慮し冷却，運用する必要がありま
す。ここでは，超電導き電ケーブルの最適な敷設方法の検討
を行い，実際に300 m級の超電導き電ケーブルの敷設試験を
行いました。敷設の際には，実際の線路を想定し，道路横断
部や踏切横断部などを設けるほか，熱収縮対策として，可動
式電流端末，スネーク部，オフセット部を設けました。敷設後，
液体窒素により冷却を行った後，透過X線により内部構造を
評価した結果，内部のケーブルコアに断裂や座屈などはなく，
異常がないことを確認しました。また，超電導ケーブルを用
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いた車両への送
電試験を行った
結果，電車の加
速とともに超電
導き電ケーブル
に流れる電流値
の上昇が見られ，
導入した300m
級の超電導き電
ケーブルの敷設
に問題がないこ
とが確認できま
した。


